
低
炭
素
社
会
の
実
現
に
向

け
て

　

太
陽
光
、
風
力
、
水
力
、
バ
イ

オ
マ
ス
（
生
ご
み
な
ど
）
な
ど
、

繰
り
返
し
使
え
二
酸
化
炭
素
を
排

出
し
な
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
資
源
と

し
て
活
用
し
、
石
油
な
ど
の
化
石

資
源
を
大
切
に
す
る
、「
低
炭
素

社
会
の
実
現
に
向
け
て
」
を
テ
ー

マ
と
し
、
こ
の
分
野
の
専
門
家
で

あ
る
鳥
取
環
境
大
学
教
授
の
田た

な
か中

勝ま
さ
るさ
ん
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
、

住
民
代
表
や
ご
み
処
理
の
専
門
家

を
パ
ネ
ラ
ー
に
迎
え
、
パ
ネ
ル
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

住
民
代
表
の
上う

え
や
ま山
弘ひ

ろ
こ子
さ
ん

は
、「
分
別
な
ど
に
つ
い
て
住
民
視

点
の
ご
み
に
関
す
る
疑
問
」
を
示

さ
れ
、
田
中
さ
ん
か
ら
は
、「
ご
み

を
新
た
に
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

と
位
置
付
け
て
大
い
に
活
用
す
る

こ
と
」、
環
境
省
廃
棄
物
対
策
課

課
長
補
佐
の
筒つ

つ
い井
誠せ

い
じ二
さ
ん
か
ら

は
「
３
Ｒ
推
進
の
た
め
の
国
の
施

策
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
」、
富

士
常
葉
大
学
教
授
の
杉す

ぎ
や
ま山
涼り

ょ
う
こ子
さ

ん
か
ら
は
「
収
集
か
ら
再
利
用
ま

で
の
コ
ス
ト
面
か
ら
見
た
ご
み
処

理
の
現
状
は
ど
う
か
」、（
社
）
全

国
都
市
清
掃
会
議
技
術
部
長
の

荒あ
ら
い井
喜き

く

お
久
雄
さ
ん
か
ら
は
、
東
京

都
23
区
を
は
じ
め
と
す
る
全
国
の

現
状
や
ご
み
処
理
施
設
の
最
新
技

術
の
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。

来
場
者
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ

る
と

　

来
場
者
に
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト

に
よ
る
と
、「
可
燃
物
の
焼
却
処

分
に
よ
っ
て
、
大
き
な
発
電
力
を

得
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
、
ま
た
、

環
境
負
荷
の
面
か
ら
も
有
益
で
あ

る
と
い
う
こ
と
が
参
考
に
な
っ
た
」

と
い
う
意
見
や
、「
生
活
を
守
る
た

め
の
焼
却
施
設
の
重
要
性
、
必
要

性
を
住
民
が
も
っ
と
理
解
し
て
い

　県
東
部
5
市
町
と
東
部
広
域
行
政
管
理
組
合
は
、
県
東
部
圏
域
の
こ
れ

か
ら
の
ご
み
処
理
を
考
え
る
た
め
、
平
成
22
年
10
月
23
日
（
土
）、
と
り
ぎ

ん
文
化
会
館
で
環
境
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　当
日
は
、
ご
み
処
理
に
関
す
る
国
の
施
策
や
リ
サ
イ
ク
ル
、
ご
み
処
理

に
伴
う
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
対
策
や
熱
回
収
技
術
の
先
進
事
例
な
ど
が
紹
介
さ

れ
ま
し
た
。

く
こ
と
が
大
切
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
」
と
い
う
意
見
、「
ま
ず
は

ご
み
を
出
さ
な
い
社
会
（
発
生
抑

制
）
が
大
事
で
あ
り
、
行
政
、
住

民
が
共
通
の
認
識
を
も
た
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
意
見
な
ど

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

み
な
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を

　

本
市
は
、
岩
美
町
、
智
頭
町
、

若
桜
町
、
八
頭
町
お
よ
び
東
部
広

域
行
政
管
理
組
合
と
協
力
し
、
河

原
町
山
手
に
可
燃
物
処
理
施
設
の

整
備
計
画
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
東
部
広
域
行
政
管
理
組

合
で
は
、
建
設
予
定
地
周
辺
に
お

い
て
、
大
気
質
・
水
質
・
振
動
騒
音
・

動
植
物
な
ど
環
境
影
響
評
価
に
伴

う
現
況
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

可
燃
物
処
理
施
設
の
建
設
は
、

市
民
の
み
な
さ
ん
の
暮
ら
し
に
大

き
く
関
わ
る
課
題
で
す
。
一
人
ひ

と
り
が
自
分
の
事
と
し
て
考
え
、

ご
み
の
減
量
化
な
ど
、
み
な
さ
ん

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

※
当
日
の
内
容
を
詳
し
く
お
知
り

に
な
り
た
い
人
は
問
い
合
わ
せ
先
ま

で
。

循環型社会のための 3R

Reduce（リデュース）　発生抑制

　ごみを減らすこと

Reuse（リユース）　再使用

　ごみにしないで繰り返し使うこと

Recycle（リサイクル）　再生利用

　再び資源として利用すること

6とっとり市報 2011.1

これからのごみ処理を考える

パネルディスカッションのようす

問い合わせ先　市役所本庁舎生活環境課　  0857-20-3217

可燃物処理施設は市民生活を支える必要な社会基盤のひとつです

東部広域行政管理組合生活環境課　  0857-26-0532



問い合わせ先
市役所本庁舎財産管理課 0857-20-3112

分散している市庁舎の現状

袋
川

覚寺
トンネル

千代橋

JR鳥取駅

鳥取県庁
文化センター

駅南庁舎

環境下水道部庁舎 市役所本庁舎 第二庁舎

福祉文化会館

さざんか会館

　耐震改修・新築の場合の経費の比較
　①耐震改修を実施し、その後 20 年後に庁舎を新築

した場合と、②耐震改修を行わず、平成 26 年度まで

に新築した場合の経費の比較は下表のとおりです。　
　平成 26 年度までに新築した場合、借入れ償還額の
70％が交付税措置される合併特例債を活用できるた
め、市の実質負担額は 52 億円の軽減が見込まれます。

今後 20 年間の
経費

左のうち市の実質負担額
（　）内は 20 年間の維持管理費

①耐震改修後、
20 年後に新築 162 億円 143 億円（41 億円）

②耐震改修を行わず、
平成 26 年までに新築 151 億円 91 億円（58 億円）

（本庁舎の耐用年数は 65 年で計算：経費は概算）

　今後の予定について
　市庁舎の整備について、12 月定例市議会で「鳥取
市庁舎建設に関する調査特別委員会」が設置されまし
た。また、市民団体や地域審議会の代表者、有識者な
どで組織する「鳥取市庁舎整備に関する検討委員会」
を新たに設置しました。これらの委員会で、市庁舎に
求められる機能などについて、広く議論を行っていた
だくとともに、2 月に市民説明会を開催する予定です。
　今後、昨年 12 月に実施した市民アンケートの結果
や基礎調査（現庁舎の現況と課題の把握、新庁舎の規
模・機能や建設候補地の比較検討）、市民説明会や検
討委員会の意見などを踏まえ、今年度中には最終的な
市の方針を決定する予定です。

の報告を踏まえ、次のとおり進めています。
①耐震改修を行わず、7 カ所に分散している本庁（出
　先機関を除いた市役所の中枢）の機能を市民サービ
　ス向上のため 1 カ所に集約・統合した新庁舎を建設
　する方向で検討を進めています。
②市民アンケートや基礎調査の実施により、広く市民
　の声の把握に努めるとともに、建設候補地に関する
　調査を行っています。

　市役所本庁舎（昭和 39 年完成、築後 46 年）、第二
庁舎（昭和 43 年完成、築後 43 年）は、旧耐震基準
で建築されたものです。平成 20・21 年度に耐震診断
を実施したところ、両庁舎とも「大規模な地震が発生
した場合、倒壊または崩壊する危険性がある」という
結果が出ており、早急に対策をとる必要があります。
　本市としては、市議会の「鳥取市庁舎等に関する調
査特別委員会」および市民団体の代表者、学識経験者
などで構成された「鳥取市庁舎耐震対策検討委員会」
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市庁舎の整備


